
令和７年２月１日    第 169 号

一般会計補正予算・あったか灯油支給事業等一般会計補正予算・あったか灯油支給事業等

　　　　　　　　　　１億 2,860 万３千円追加　　　　　　　　　　１億 2,860 万３千円追加

南幌消防団出初式の様子南幌消防団出初式の様子

２月 24 日（月・祝）　午後２時から２月 24 日（月・祝）　午後２時から

　保健福祉総合センターあいくるにて開催　保健福祉総合センターあいくるにて開催

第４回定例会第４回定例会

議会報告懇談会議会報告懇談会



　

織お

だ田　
　

章
あ
き
ら

さ
ん
（
８
区
）
写
真
右

　　

本ほ

ん

ま間　

秀ひ
で
ま
さ正

さ
ん
（
青
葉
）
写
真
左

　　　
○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
で
は
、
歳
出
補
正
予
算
の
各
事
業

に
係
る
国
庫
支
出
金
及
び
道
支
出
金
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
財
政
調
整

基
金
及
び
南
幌
温
泉
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
基

金
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
あ
っ
た
か
灯
油
支
給
事
業

費
、
障
が
い
児
支
援
給
付
費
、
児
童
手
当

支
給
経
費
、保
育
所
等
運
営
補
助
事
業
費
、

長
幌
上
水
道
企
業
団
繰
出
金
、
畑
地
化
促

進
事
業
補
助
金
、
南
幌
温
泉
指
定
管
理
委

託
料
、
給
食
セ
ン
タ
ー
賄
材
料
費
の
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

１
億
２
，
８
６
０
万
３
千
円

追
加

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

１
，
４
４
８
万
２
千
円
追
加

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　

　

歳
入
で
は
、
道
支
出
金
の
追
加
、
基
金

繰
入
金
の
減
額
、
令
和
５
年
度
繰
越
金
確

定
に
伴
う
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
の
追
加
、
過

年
度
分
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償
還
金
の

追
加
、
直
診
施
設
勘
定
繰
出
金
の
減
額
に

よ
る
。

◆
補
正
額　

１
，
２
４
０
万
４
千
円
追
加

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
で
は
、
基
金
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

５
３
万
９
千
円
追
加

○
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
退
職
手
当
組
合
清
算
金
の

追
加
、
国
保
会
計
繰
入
金
、
企
業
債
の
減

額
。

　

歳
出
で
は
、
企
業
債
償
還
利
息
の
追
加
、

医
療
機
器
購
入
経
費
の
減
額
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

・
収
益
的
収
入　

２
６
１
万
６
千
円
追
加　

・
収
益
的
支
出　

９
千
円
追
加

・
資
本
的
収
入　

７
１
２
万
５
千
円
減
額　

・
資
本
的
支
出　

７
０
９
万
４
千
円
減
額

○
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

・
収
益
的
支
出　

４
５
６
万
６
千
円
追
加

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

歳
入
で
は
、一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

２
３
万
１
千
円
追
加

○
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
で
は
、一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
を
か
ん
が
み

て
行
わ
れ
る
給
与
等
の
改
定
に
係
る
追
加

に
よ
る
。

◆
補
正
額　

・
収
益
的
収
入　

５
０
万
６
千
円
追
加　

・
収
益
的
支
出　

５
０
万
６
千
円
追
加

12 月12 月

審議結果審議結果

　12 月定例会は 12 月 11 日に開会し、５名の議　12 月定例会は 12 月 11 日に開会し、５名の議

員が７項目について一般質問を行いました。員が７項目について一般質問を行いました。

　その後、功労表彰、条例制定、各会計補正な　その後、功労表彰、条例制定、各会計補正な

ど 18 件を審議し、いずれも原案のとおり可決しど 18 件を審議し、いずれも原案のとおり可決し

12 日に閉会しました。12 日に閉会しました。

第４回定例会第４回定例会

南
幌
町
功
労
表
彰

令
和
６
年
度
補
正
予
算
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〇
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
の
指
定

に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
等
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
と
す
る
た
め
。

〇
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
（
制
定
）

　

刑
法
等
の
改
正
に
よ
る
。

〇
南
幌
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

（
制
定
）

　

当
該
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
。

〇
南
幌
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

（
改
正
）

　

公
衆
浴
場
入
浴
料
金
統
制
額
の
改
定
に

よ
る
。

〇
南
幌
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

〇
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
（
改
正
）

　
人
事
院
勧
告
に
か
ん
が
み
議
会
議
員
、

常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
の
支

給
率
を
変
更
す
る
た
め
。

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
改
正
）

〇
南
幌
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

（
改
正
）

〇
職
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
条
例

（
改
正
）

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給

与
法
改
正
案
を
か
ん
が
み
改
正
す
る
も

の
。

〇
工
事
請
負
契
約
（
変
更
）

◆
契
約
の
目
的　

　

南
幌
温
泉
整
備
工
事
（
建
築
工
事
）

◆
契
約
金
額　

５
億
９
，
７
３
０
万
円

◆
契
約
先　

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
藤ふ

じ

い井　

弘ひ

ろ

こ子
さ
ん
（
北
町
）

〇
町
道
路
線
の
認
定

　

南
幌
流
通
団
地
の
整
備
に
伴
い
団
地
内

道
路
を
新
設
す
る
た
め
。

〇
指
定
管
理
者
の
指
定

　

南
幌
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
南
幌

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

新
た
に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

〇
南
空
知
消
防
組
合
規
約
の
変
更

　

構
成
団
体
と
の
協
議
が
必
要
な
た
め
。

条
例
制
定
等

契
約
関
係

で
、
民
法
を
改
正
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
を
早
期
に
法
制
化
す
る
こ
と
を
要

望
。

◆
提
出
者　

熊
木　

惠
子
議
員

〇
「
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
」
へ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
意
見
書

　

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
役
割
と
責
任
を
発
揮
す
る
こ
と
を
要

望
。

◆
提
出
者　

湯
本　

要
議
員

〇
将
来
に
希
望
が
持
て
る
次
期
基
本
計
画

の
改
訂
と
現
場
に
寄
り
添
っ
た
農
業
政
策

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、
農

業
予
算
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
に
寄
り
添
っ
た
農
業
政
策
を
実
現

す
る
こ
と
な
ど
３
件
要
望
。

◆
提
出
者　

石
川　

康
弘
議
員

〇
南
幌
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
委
嘱

　

門も
ん
で
ん田　

雅ま
さ
ひ
こ彦

さ
ん
（
稲
穂
）

　

白し
ら
く
ら倉　

将ま
さ
し
げ繁

さ
ん
（
９
区
）

　

尾お

ぐ

れ暮　

靖や

す

し志
さ
ん
（
15
区
）

　

瀨せ
が
わ川　

佐さ

お

り

緒
里
さ
ん
（
西
町
）

　

山や
ま
ざ
き﨑　

博
ひ
ろ
し

さ
ん
（
札
幌
市
）

〇
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い

て
　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
た

め
。

次
の
意
見
書
を
採
択
し
、
各
省
庁
等
へ
送

付
し
ま
し
た
。

〇
高
等
教
育
の
学
費
軽
減
・
奨
学
金
返
済

の
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
の
「
学

費
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
、
当
面
、
授
業
料
半

額
に
踏
み
出
す
こ
と
な
ど
４
項
目
を
要

望
。

◆
提
出
者　

熊
木　

惠
子
議
員

〇
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
早

期
に
求
め
る
意
見
書

　

夫
婦
同
氏
制
度
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
等
が
生
じ
て
い
る
中

そ
の
他

意　

見　

書

　

　

　南幌町議会では、本会議の様子

をＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに公表

しています。

　本会議後１週間をめどにアップロー

ドしていますので、日頃、議場に足を

運ぶことができない方も本会議の様子

をご覧ください。

　 ←こちらからご覧になれま

す。
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定例会・臨時会審議結果



　

第
４
回
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
２
件
、

条
例
制
定
（
改
正
）
２
件
、
副
町
長
の
選

任
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
係
る
経
費
の
追
加
に
よ

る
。

◆
補
正
額　

８
５
５
万
８
千
円
追
加

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
及
び
地
方
債
の
追
加
。

　

歳
出
で
は
、
窓
口
ス
マ
ー
ト
化
導
入
事

業
に
係
る
経
費
、
除
雪
機
械
修
繕
料
の
追

加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

１
，
１
２
９
万
２
千
円
追
加

〇
南
幌
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例

（
改
正
）

〇
南
幌
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
（
改

正
）

　

指
定
管
理
者
の
導
入
を
図
る
た
め
。

《
質
疑
》

議
員　

両
条
例
改
正
案
に
共
通
し
て
利
用

許
可
を
し
な
い
と
い
う
項
目
の
中
に
「
特

定
の
政
党
の
利
害
に
関
す
る
事
業
を
行
う

と
き
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
国
の
見

解
や
様
々
な
裁
判
、
事
例
に
よ
り
憲
法
第

21
条
に
違
反
す
る
と
私
は
考
え
て
い
る
た

め
、
条
例
か
ら
こ
の
一
文
の
削
除
を
求
め

た
い
。

　

ま
た
、
利
用
日
の
10
日
前
ま
で
に
変
更

又
は
取
消
を
申
し
入
れ
た
場
合
と
い
う
一

文
が
あ
る
が
、
実
情
に
合
わ
せ
て
５
日
な

い
し
１
週
間
以
内
の
届
出
で
変
更
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

特
定
の
政
党
の
利
害
に

関
す
る
事
業
に
関
し
て
は
、
国
の
例
に
沿

い
制
限
す
る
も
の
で
、
政
党
の
集
会
や
事

業
は
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

利
用
日
の
変
更
は
、
実
情
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
ま
す
。

副
町
長　

こ
の
条
文
に
お
い
て
、
町
は
憲

法
違
反
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

し
、
国
等
の
指
針
に
基
づ
い
て
運
用
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
政
党
の
活
動
を
除
外
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
施
設
の
利

用
を
制
限
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

か
ら
条
文
の
削
除
は
し
ま
せ
ん
。

議
員　

利
用
料
金
の
免
除
に
つ
い
て
、
極

め
て
公
共
性
の
高
い
活
動
で
町
長
が
認
め

る
団
体
が
利
用
す
る
場
合
と
い
う
規
定
が

あ
る
が
、
自
分
た
ち
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
講
師
を
招
い
て
活
動
し
て
い
る
非

営
利
の
団
体
に
対
し
て
、
免
除
規
定
に
付

け
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。　
　

生
涯
学
習
課
長　

公
共
施
設
全
て
で
同
じ

考
え
の
も
と
、
減
免
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

個
別
の
案
件
と
し
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

副
町
長　

条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
減
免
の
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
個
々
の
状
況
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ご
質
問
の
内
容
も
そ
の
都

度
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

○
副
町
長
の
選
任

　

小こ
ば
や
し林　

史ふ
み
の
り典

さ
ん
（
14
区
）

　
　

第
５
回
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
１
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

歳
入
で
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

追
加
。

　

歳
出
で
は
、
物
価
高
騰
支
援
対
策
と
し

て
実
施
す
る
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
及
び
生
活
応

援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
に
係
る
経
費
の
追
加
、

担
い
手
育
成
対
策
事
業
に
係
る
過
年
度
返

還
金
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額　

７
，
９
８
８
万
４
千
円
追
加

　
10
月
17
日

○
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

○
準
工
業
用
地
整
備
事
業
予
約
分
譲
受
付

に
つ
い
て

○
窓
口
ス
マ
ー
ト
化
事
業
に
つ
い
て

11
月
29
日

○
南
幌
町
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

○
学
校
給
食
費
改
定
に
係
る
答
申
に
つ
い
て

○
南
幌
温
泉
改
修
工
事
請
負
契
約
変
更
等

に
つ
い
て

○
南
幌
温
泉
利
用
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

○
南
幌
温
泉
周
辺
に
お
け
る
キ
ャ
ン
プ
場

人
事
案
件

第
５
回

　
12
月
20
日

令
和
６
年
度
補
正
予
算

第
４
回

　
10
月
25
日

専
決
処
分

条
例
制
定
等

令
和
６
年
度
補
正
予
算

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き
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等
の
整
備
に
つ
い
て

○
長
幌
上
水
道
企
業
団
高
料
金
対
策
繰
出

金
に
つ
い
て

○
あ
っ
た
か
灯
油
支
給
事
業
に
つ
い
て

○
特
別
職
報
酬
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

12
月
12
日

○
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
つ
い
て

12
月
20
日

○
認
定
こ
ど
も
園
南
幌
み
ど
り
野
幼
稚
園

移
転
協
議
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会

10
月
30
日

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

11
月
17
日

○
緑
町
防
災
訓
練
へ
の
参
加

12
月
20
日

○
防
災
訓
練
（
西
町
・
緑
町
）
の
総
括

○
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

○
議
会
報
告
懇
談
会
の
ま
と
め

○
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

11
月
１
日

○
空
き
家
の
現
況
に
つ
い
て

○
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
は
れ
っ
ぱ
２
年
目
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

12
月
16
日

○
議
会
報
告
懇
談
会
ま
と
め

○
令
和
７
年
度
商
工
会
か
ら
の
要
望
書
に

つ
い
て

◆
議
会
運
営
委
員
会

10
月
25
日

○
第
１
回
議
員
と
し
ゃ
べ
り
場
の
総
括

○
第
２
回
議
員
と
し
ゃ
べ
り
場
の
日
程
等

に
つ
い
て

12
月
４
日

○
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

12
月
20
日

○
第
２
回
議
員
と
し
ゃ
べ
り
場
の
総
括

○
評
価
提
言
者
会
議
及
び
評
価
シ
ー
ト
の

提
出
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

10
月
31
日

○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
会
報
告
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
各
委
員
会
任
期
に
係
る
条
例
の
改
正
に

係
る
委
員
会
の
所
管
に
つ
い
て

○
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
定
に
向
け
た
経
過
報
告

○
夕
張
太
西
団
地
に
係
る
署
名
の
取
扱
い

に
つ
い
て

11
月
28
日

○
議
会
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
定
に
向
け
た
経

過
報
告

○
議
会
報
告
懇
談
会
に
つ
い
て

12
月
25
日

○
議
会
報
告
懇
談
会
の
意
見
等
に
つ
い
て

○
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

○
議
会
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
定
に
向
け
た
経

過
に
つ
い
て

南
空
知
消
防
組
合
（
第
４
回
臨
時
会
）　

◆
10
月
29
日
（
出
席
議
員　

西
股
・
細
川
・

家
塚
）

○
令
和
６
年
度　

南
空
知
消
防
組
合
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

他
１
件

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合
（
第
２

回
定
例
会
）

◆
11
月
18
日
（
出
席
議
員　

側
瀬
）

○
令
和
５
年
度
南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
組
合
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

他
１
件

長
幌
上
水
道
企
業
団
（
第
５
回
臨
時
会
）

◆
11
月
22
日
（
出
席
議
員　

側
瀬
・
石
川
・

佐
藤
・
高
橋
・
家
塚
）

○
長
幌
上
水
道
企
業
団
副
企
業
長
の
選
任

に
つ
い
て
他
１
件

南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
（
第
４
回
定
例
会
）

◆
11
月
26
日
（
出
席
議
員　

星
・
熊
木
・

細
川
）

○
令
和
５
年
度
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て　

白
倉　

敏
美
氏(

南
幌
町) 

他
５
件

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
（
第
２
回
定
例
会
）

◆
11
月
27
日
（
出
席
議
員　

側
瀬
・
熊
木
）

○
令
和
５
年
度
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

南
空
知
葬
斎
組
合
（
第
２
回
定
例
会
）

◆
11
月
29
日
（
出
席
議
員　

湯
本
・
星
・

加
藤
）

○
令
和
５
年
度
南
空
知
葬
斎
組
合
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

　議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めるため、議案などに対する

各議員の賛否を公表します。各議員の賛否は下記のとおりです。（議長は採決に加わっていません。）

委
員
会
活
動

一
部
事
務
組
合
議
会
の
動
き

　　　　　　　議　件　名
湯
本

西
股

 

星
熊
木

佐
藤

細
川

加
藤

石
川

高
橋

家
塚

側
瀬

令和６年第４回臨時会　

南幌町農村環境改善センター条例（改正）

南幌町スポーツセンター条例（改正）

採決結果～原案のとおり可決　

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※掲載されていない議案はすべて議長を除く 10 名の議員が賛成しました。
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議会の動き・賛否の公表
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高
橋
議
員

　
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
２
３

年
に
か
け
て
は
全
国
で
住
宅
な

ど
を
狙
っ
た
広
域
強
盗
事
件
が

相
次
ぎ
、
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
高

齢
者
宅
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
も

メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
、
本
町

に
と
っ
て
も
大
き
な
不
安
要
素

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
国
や
警
察
の
施
策

と
は
別
に
、
町
と
し
て
最
大
限

で
き
る
防
止
策
と
し
て
、
防
犯

対
策
へ
の
補
助
金
を
提
案
し
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
個
人
宅
の
防

犯
カ
メ
ラ
、
長
期
不
在
時
に
タ

イ
マ
ー
や
ア
プ
リ
で
オ
ン
、
オ

フ
が
で
き
る
照
明
機
器
や
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
の
配
布
な
ど
、
こ
れ

ら
を
本
町
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
周
知

す
る
こ
と
が
、
犯
罪
抑
止
力
及

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

Ｑ 今後の地域おこし協力隊について

Ａ 地域が活力をつけられるよう
　　積極的に支援していきたい

星
議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

が
地
域
振
興
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
、
地
域
の
活
性
化
や
定

住
促
進
に
寄
与
す
る
重
要
な
取

組
と
考
え
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
は

少
な
く
、
地
方
活
性
化
や
移
住

定
住
と
い
っ
た
地
方
の
課
題
解

決
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
よ
い
制
度
で

す
。

①
本
町
で
は
、
４
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
、
今
年

度
３
名
が
退
任
し
ま
す
が
、
今

後
の
募
集
予
定
は
。

②
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、
今
後
は
、

町
の
施
策
の
「
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
ま
ち
づ
く
り
」
の
柱
の

中
に
協
力
隊
活
動
が
あ
り
、
人

材
育
成
や
町
と
の
協
力
隊
、
協

力
隊
経
験
者
と
の
連
携
の
仕
組

み
づ
く
り
、
住
民
が
協
力
隊
活

動
を
身
近
に
感
じ
る
取
組
を
行

う
考
え
は
。

町　

長

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
現
在
、
観
光
振
興
、
特
産

品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
移
住
・

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
教
育

Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
４
名

が
地
域
力
維
持
・
強
化
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
令
和
７
年
度
か
ら
任
用
す
る

協
力
隊
員
と
し
て
、
ま
ち
の
魅

力
や
移
住
情
報
の
発
信
、
移
住

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
に

取
り
組
む
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
特
産
品
の
開
発
や
ま
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
力
の
た
め
の

情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
観

光
推
進
活
動
・
地
域
資
源
活
動

隊
員
の
２
名
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
今
後
は
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
経
験
者
に
よ
る
、
活

動
の
相
談
や
地
域
活
動
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど

へ
の
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
え
る

体
制
を
検
討
し
、
協
力
隊
員
の

地
域
に
活
力
を
つ
け
る
よ
う
な

活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援

し
、
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
活
動
報
告
会
を
開
催
し
て

町
民
の
理
解
を
促
進
し
ま
す
。

一般質問

び
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
南
幌
町
と

し
て
窃
盗
な
ど
の
防
犯
対
策
に

対
す
る
考
え
は
。

町　

長

　

本
町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

は
、
行
政
区
・
町
内
会
が
設
置

し
て
い
る
防
犯
灯
の
維
持
管
理

に
対
す
る
助
成
、
公
共
施
設
等

11
カ
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、広
報
紙
に
よ
る
情
報
提
供
、

防
災
無
線
や
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
件
発
生
に
関
す
る
注

意
喚
起
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

個
人
宅
へ
の
カ
メ
ラ
の
設
置

補
助
等
は
か
な
り
の
高
額
に
な

り
、
費
用
面
な
ど
の
課
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、

啓
発
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
先
進
事
例
を
踏
ま
え

て
検
討
し
ま
す
。

←左のＱＲコードを読み取ることで議会録画サイト(YouTube)に繋がります。

録画映像

Ｑ 

南
幌
町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

Ａ 

先
進
事
例
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す

高
たかはししゅうへい

橋修平 議員

星
ほし

　真
ま き

希 議員

録画映像
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Ｑ 子どもの読書推進について

Ａ 読書習慣が身につくよう取り　　

　組みます

佐
藤
議
員

　
第
２
期
南
幌
町
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
で
は
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
は
、
言
葉
を
学

び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を

高
め
、
想
像
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
点
伺
い
ま
す
。

①
本
町
で
は
幼
児
期
か
ら
の

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
朝
の
読
書

運
動
、
幼
稚
園
、
出
張
読
み
聞

か
せ
を
行
い
、
新
入
学
児
童
に

本
を
贈
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
と
今
後

の
幼
少
期
に
お
け
る
読
書
活
動

の
進
め
方
は
。

②
家
庭
で
読
ま
な
く
な
っ
た
絵

本
を
回
収
し
、
必
要
な
家
庭
へ

提
供
す
る
な
ど
の
考
え
は
。

③
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
普
及
な
ど

読
書
環
境
が
多
様
化
す
る
中
、

子
ど
も
た
ち
が
自
発
的
に
読
書

し
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
含
め
た
取
組
は
。

④
学
校
図
書
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
の
読
書
へ
の
関
心
を
引
き

出
す
読
書
活
動
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

①
「
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
」

と
連
携
し
た
様
々
な
事
業
へ
の

参
加
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

保
護
者
の
読
書
活
動
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
主
体

的
、
意
欲
的
に
読
書
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

絵
本
を
含
め
た
利
用
を
周
知
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
「
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
、
本
の

再
利
用
環
境
の
拡
充
に
努
め
て

い
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
普
及
状
況

や
他
の
公
共
図
書
館
の
活
用
な

ど
も
含
め
、
導
入
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

④
学
校
図
書
室
で
は
、
図
書
委

員
が
中
心
に
本
の
楽
し
さ
を
伝

え
、
児
童
と
児
童
が
関
り
を
深

め
る
こ
と
で
読
書
活
動
が
進
む

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
よ
り
、
ぽ

ろ
ろ
図
書
室
か
ら
学
校
図
書
室

へ
の
配
架
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

佐
さ と う た え こ

藤妙子 議員

録画映像

　 町議会評価提言者の募集
　町議会では、議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を広く聞き取り、町議会の運営等に反映させ、町議

会の円滑かつ民主的な運営を推進することを目的に、町議会評価提言者を募集します。

○どんなことをするの？

　議会評価提言者には可能な範囲で議会本会議や各委員会などの会

議を傍聴していただくことをはじめ、議会だよりやホームページへ

の意見、議会運営に関する調査への回答、議員との意見交換会など

に参加していただきます。（議場に来ることができない場合、本会議

は YouTube でも配信しています。）

○要件（次のいずれかの要件を満たす人とします）

・18 才以上の町民で、公務員、各種議会議員又は各種行政委員（教

育委員、選挙管理委員等）ではないこと。

・町議会の仕組みや運営に関心があること。

・町政や地域社会の発展に関心があること。

・議会評価提言者の氏名公表を認める方。

○定員　10 名以内

○任期　２年以内（令和７年度、８年度）

○報酬　無償（お礼として記念品を贈呈します。）

○選考

・公募者及び推せん者の中から選考し、議長が委嘱しま

す。

・委嘱に当たっては、議長は議会評価提言者の年齢・居

住地等に著しい偏りが生じないように配慮します。

・選考結果は、後日文書で通知します。

○申込方法・申込期限

・応募用紙に必要事項を記入し、２月 28 日までに議会

事務局へ提出してください。

・応募用紙はホームページに掲載しています。

・郵送、メール、ＦＡＸでも申込み可能です。

○お問い合わせ 議会事務局

　〒 069-0292　南幌町栄町３丁目２番１号

　ＴＥＬ　011-398-7250　ＦＡＸ　011-378-2131

　gikaijimukyoku@town.nanporo.hokkaido.jp

一般質問・議会評価提言者の募集
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Ａ 町広報誌等で啓発活動を行います

一般質問

Ｑ 非核・平和のまち宣言を
　　　　　　　　　　　生かした取組を

熊
木
議
員

　
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

に
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
が
決
ま
り
ま
し
た
。
地

道
な
長
い
活
動
で
被
爆
の
実
相

を
世
界
に
広
げ
、
核
兵
器
の
非

人
道
性
を
明
ら
か
に
し
、
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
う
ね
り
を
つ

く
り
出
し
て
き
た
活
動
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
23
年
３
月
、
南
幌
町
非

核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言
は
、
町

が
提
案
し
議
会
の
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

毎
年
７
月
に
戦
没
者
追
悼
式
を

執
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
遺
族

会
の
参
列
者
も
減
少
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
全
道
の
自
治
体
の
中
に
は
、

戦
争
を
体
験
し
た
世
代
の
方
か

ら
お
話
を
聞
く
会
や
、
郷
土
資

料
館
、
図
書
館
等
で
の
戦
時
中

の
生
活
用
品
の
展
示
や
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
高
校
生
の
平
和
大
使

派
遣
事
業
を
行
う
取
組
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
来
年
は
、
戦
後
80
年
と
な
る

こ
と
か
ら
、
非
核
・
平
和
の
ま

ち
宣
言
を
生
か
し
た
取
組
と
し

て
、
全
町
民
に
向
け
た
催
し
を

開
催
す
る
考
え
は
。

町　

長

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
授

与
さ
れ
た
こ
と
は
、
意
義
深
い

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す

る
た
め
に
長
年
の
ご
努
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

非
核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言

は
、
世
界
の
恒
久
平
和
・
核
兵

器
の
廃
絶
を
願
う
町
民
の
意
思

と
し
て
、
平
成
23
年
第
１
回
議

会
定
例
会
で
決
議
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
庁
舎

壁
面
へ
の
看
板
の
通
年
設
置
や

公
共
施
設
へ
の
宣
言
文
の
掲
示

な
ど
に
よ
り
、
平
和
の
尊
さ
と

平
和
維
持
の
重
要
性
に
つ
い

て
意
識
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
非
核
・
平
和
の
ま

ち
宣
言
を
掲
載
し
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
特

に
町
民
に
向
け
た
催
し
を
開
催

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

熊
木
議
員

 

町
長
は
、
２
期
目
に
向
け
た

執
行
方
針
で
、
子
ど
も
た
ち
が

生
き
生
き
輝
く
人
づ
く
り
を
掲

げ
、
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

 

先
日
の
全
員
協
議
会
で
、
令

和
７
年
度
の
給
食
費
の
改
定
に

つ
い
て
答
申
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
改
定
案
で
は
、
小
中
学
校

の
給
食
費
が
諸
物
価
の
高
騰
に

よ
り
影
響
を
受
け
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
諸
物
価
が
高

騰
し
て
い
る
中
で
や
む
を
得
な

い
答
申
と
は
思
い
ま
す
が
、
子

育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
厳
し
い

支
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

全
国
的
に
は
、
無
償
化
を
実

施
す
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
給
食
費
の
助
成
を
町

独
自
で
さ
ら
に
取
り
組
む
考
え

は
。

町　

長

　

子
ど
も
た
ち
に
安
全
安
心
で

質
の
高
い
給
食
を
継
続
し
て
提

供
す
る
た
め
に
は
適
切
な
食
材

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
給
食

費
の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
町
の
学

校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
食
材

の
一
部
で
あ
る
米
や
麦
、
パ
ン

な
ど
の
主
食
分
の
費
用
や
物
価

高
騰
に
よ
る
食
材
に
費
用
を
町

が
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
無
償

化
に
つ
い
て
は
本
来
国
で
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

国
の
無
償
化
が
早
期
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
す

が
、
現
状
の
保
護
者
負
担
を
考

慮
し
、
子
育
て
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
給
食
費
の
完
全
２
分
の

１
の
助
成
の
実
施
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

録画映像

熊
く ま き

木惠
け い こ

子 議員

Ｑ 

学
校
給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て

Ａ 

完
全
２
分
の
１
の
実
施

に
向
け
取
り
組
み
ま
す

録画映像
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Ｑ 自衛隊での職員研修は中止を

Ａ 中止する考えはありません

湯
本
議
員

　
現
在
、
町
は
職
員
研
修
と
し

て
自
衛
隊
で
の
「
生
活
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
は
、
災
害
時
に
は
被

災
地
で
の
救
助
活
動
な
ど
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
　
　

　
し
か
し
、
自
衛
隊
は
本
来
の

任
務
と
し
て
災
害
地
救
助
活
動

を
目
的
と
し
た
組
織
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
沼
ナ
イ
キ
訴
訟
に

お
い
て
、
自
衛
隊
は
憲
法
違
反

と
の
判
決
は
今
も
生
き
て
お

り
、
国
民
の
中
で
も
様
々
な
議

論
が
あ
る
中
で
、
各
自
治
体
に

お
け
る
対
応
も
様
々
で
す
。

　
自
衛
隊
は
憲
法
に
違
反
す
る

と
の
思
い
か
ら
、
自
衛
隊
で
の

職
員
研
修
の
中
止
を
求
め
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
を
職
員
の
研

修
先
と
す
る
目
的
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

町　

長

　

違
憲
か
合
憲
か
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
お
考
え
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
私
の
考
え
は
申
し
上

げ
る
こ
と
も
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

自
衛
隊
を
研
修
先
と
す
る
目

的
に
つ
い
て
は
、
規
律
や
組
織

行
動
を
重
ん
じ
る
自
衛
隊
で
の

生
活
体
験
研
修
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
己
規
律
の
意
識

向
上
と
そ
の
重
要
性
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
組
織
で
仕
事

を
行
う
際
に
必
要
な
連
帯
意
識

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
令
和
元
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
恵
庭
市
・
由
仁

町
の
職
員
と
合
同
で
、
本
町
か

ら
は
５
名
が
参
加
し
、
職
員
か

ら
も
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た

と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
研

修
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
中
止
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

湯
本
議
員　

　
　

　
現
在
、
町
民
の
生
活
は
、
異

常
な
物
価
上
昇
が
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
お
り
、
日
々
の
暮
ら
し

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
す
。

　
町
政
に
求
め
る
こ
と
は
学
校
　
　

給
食
費
の
軽
減
で
あ
り
、
あ
い

る
ー
と
の
利
用
料
金
の
軽
減
で

あ
り
、
介
護
保
険
や
国
民
健
康

保
険
料
の
負
担
の
軽
減
で
す
。
　

　
今
求
め
ら
れ
る
の
は
町
民
の

暮
ら
し
に
直
接
届
く
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
町
民
の
所
得
が

物
価
上
昇
を
下
回
る
現
状
で
は

南
幌
温
泉
周
辺
に
お
け
る
キ
ャ

ン
プ
場
等
の
整
備
事
業
は
町
民

の
利
益
と
な
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
中
止
を
求
め

る
が
町
長
の
考
え
は
。

町　

長

　

南
幌
温
泉
周
辺
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
「
第
６
期
南
幌

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

や
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
登
載
し
、
南
幌
温
泉
と

一
体
と
な
っ
た
周
辺
整
備
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

実
施
設
計
の
中
間
報
告
と
し

て
、
本
年
度
２
回
に
わ
た
り
整

備
内
容
を
全
員
協
議
会
に
お
い

て
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
整
備

に
向
け
た
議
会
の
ご
理
解
は
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
ご
指
摘
の
町
民

の
暮
ら
し
に
直
接
届
く
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
「
あ
っ
た
か

灯
油
支
給
事
業
」
を
は
じ
め
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
た
町
民
へ
の

物
価
高
騰
対
策
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
知
名
度
向

上
が
図
ら
れ
、
南
幌
温
泉
と
の

相
乗
効
果
に
よ
り
町
民
へ
の
利

益
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
南
幌
温
泉

周
辺
に
お
け
る
、
キ
ャ
ン
プ
場

等
の
整
備
を
中
止
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一般質問

録画映像

湯
ゆ も と

本　要
かなめ

　議員

町政を知る良い機会町政を知る良い機会

議会を傍聴しませんか！議会を傍聴しませんか！

第１回定例会は第１回定例会は
３月開催です３月開催です

Ｑ 

南
幌
温
泉
周
辺
に
お
け
る

キ
ャ
ン
プ
場
等
の
整
備
事
業

の
中
止
に
つ
い
て

Ａ 

中
止
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

録画映像
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①南幌温泉キャンプ場実証実験の利用状況は。

②みどり野住宅地を販売するうえで、働き場所

の誘致が必要では。

③高校進学を考える時に、公共交通機関の減便

は不安になる。

④あいるーとを北広島駅まで走らせることがで

きないか。

⑤移住体験住宅を利用した方で、移住につな

がった件数は。

⑥みどり野住宅用地購入に係る助成はいつまで

続けるのか。

⑦スクールバスに乗降する児童生徒の利用状況

は。

⑧町立病院の受診にあたり、柔軟な外来対応が

できないか。

⑨少年団活動の中でも、体育館が利用できない

種目もあるので考えてほしい。

議会報告懇談会

議会報告懇談会を開催！
　「聞かせてください　あなたの声を」をテーマに 11

月 17 日（日）午後２時から保健福祉総合センターあ

いくる、午後６時から夕張太ふれあい館で議会報告

懇談会を開催しました。懇談会には合わせて 39 名の

町民の方が出席し、議会からの活動報告後、懇談を

行い活発な質疑が交されました。

　町に対してのご意見等は、町に伝えてあります。

　主な意見や要望は次のとおりです。

【あいくる開催分】　参加者７名　 【ふれあい館開催分】　参加者 32 名

【町議会に対してのご意見】

～所　感～

　日頃から困っていることや疑問に思っていることなど、多くの皆さんからご意見が出されました。

　議会としては、住民の皆さんの声を聴くよい機会として年２回開催を予定しています。次回は２月

に開催します。お誘い合わせの上、皆さんの出席をお願いします。（家塚）

①夕張太西団地に係る市場調査を早急に進めて

ほしい。

②ふれあい館の壁等の維持管理を行ってほし

い。

③南15線道路（道道）の草刈りをきちんと実施

してほしい。

④あいくる内公衆浴場のレジオネラ菌発生の原

因は。

⑤道央圏連絡道路の開通に伴い、交通量はどう

なるのか。

⑥建築助成だけではなく公平に税金を使うよう

にしてほしい。

⑦温泉横のキャンプ場の計画は。

　議会のチェック機能が果たされていないのではないか、また、議員の姿勢が住民か町なのか、町

の代弁者になっているのではないのか。

回答：議会は、二元代表制の一翼として行政の監視機関、意思決定機関及び立法機関としての責任

と役割を今後も果たしていきます。また、議員は町民の福祉向上及び町民の負託に応えるよう町長

等執行機関と議論を交わし、より良い政策実現を目指して活動していることから、町の代弁者に

なってはいません。
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議員会議等　出席状況（令和６年１月～ 12 月）
定例会・臨時会 各委員会 その他

議員活動議　員　名 開催日数 出席日数 欠席 遅刻 早退 開催日数 出席日数 欠席 遅刻 早退

湯本　　要 13 13 71 71 23
西股　裕司 13 11 ２ 42 40 ２ 43
星　　真希 13 13 55 55 28
熊木　惠子 13 13 54 54 39
佐藤　妙子 13 13 69 67 2 27
細川美喜男 13 13 55 54 １ 30
加藤　真悟 13 12 １ 39 36 ３ 63
石川　康弘 13 13 56 56 40
高橋　修平 13 13 57 57 25
家塚　雅人 13 13 69 69 28
側瀬　敏彦 13 13 10 10 158

※議長は各委員会にオブザーバーとして参加しています。

各委員会開催内訳　※開催日数は各委員会ごとに異なります。

議会運営 総　務 産業経済 まち特別 広報特別 予算審査 決算審査 全員協議会

14 10 12 14 15 3 3 10

令和６年議会傍聴者数の公表

第 1回定例会（3月）  32 人

第 2回定例会（6月）  15 人

第 3回定例会（9月）  24 人

第 4回定例会（12 月）29 人

　　　定例会計　　 100 人

第１回臨時会（1/30）　2人

第２回臨時会（2/21）　1人

第３回臨時会（5/7）　 2 人

令和６年は 12 自治体から南幌町の先進的な取組について視察依頼があり、議会、担当職員で対応して

いますので概要をお知らせします。今後とも積極的に視察を受入れ情報発信を行っていきます。

視察対応状況～南幌町の取組が注目されています

議会名 日時 視察内容 来町人数 対応者

①清里町 １月 18 日
移住定住と子育て支援、

はれっぱ
12 名

議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

②池田町 ７月 ３日 子育て支援、はれっぱ 13 名
議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

③標津町 ７月 ３日 議会改革 ６名 議長　副議長　各委員会委員長

④鏡石町（福島県） ７月 ４日
子育て世代の移住定住、

はれっぱ
14 名

議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

⑤本宮市（福島県） ７月 ５日 移住定住政策、はれっぱ ８名
議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

⑥日吉津村（鳥取県） ７月 11 日 はれっぱ 12 名
議長　総務常任委員会委員長

まちづくり課

⑦名寄市 ７月 30 日 空き家対策助成事業 ６名
副議長、産業経済常任委員会委員長

都市整備課

⑧大空町 ９月 ４日 はれっぱ 10 名
議長　総務常任委員会委員長

まちづくり課

⑨比布町 ９月 18 日
社会福祉協議会、移住定

住政策、はれっぱ
13 名

議長　産業経済常任委員会委員長

社会福祉協議会、まちづくり課

⑩河内町（茨城県） 10 月９日 定住支援 11 名
副議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

⑪津市議会（三重県） 10 月 29 日 あいるーと ５名
議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

⑫羽村市（東京都） 11 月７日 移住政策 ４名
議長　産業経済常任委員会委員長

まちづくり課

第４回臨時会（10/25）12 人

第５回臨時会（12/20）  2 人

臨時会計　19 人

　 合計　119 人

視察対応・出席状況
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議会に関する
町民アンケートの調査結果報告

　昨年11月に実施しました標記アンケートの結果を報告いたします。
　回答にご協力いただきました、111 名の皆様、誠にありがとうございました。議会として課題等も見
つかりましたので、今後の議会活動と議会運営の参考とさせていただきます。
　なお、全ての内容を掲載できませんので主な内容で報告いたします。全部の内容を確認する場合は
QRコードの読み取りにより議会ホームページで確認することができます。また、紙面での確認は、役
場正面ロビー、保健福祉総合センターあいくる、夕張太ふれあい館の３ヵ所で公開しています。

アンケートの結果は以下のとおりです。

◆アンケート配布数　3,400部　　回答数　111件　　回収率　3.26％

◆回答場所　

　役場正面ロビー17件、保健福祉総合センターあいくる20件、ふるさと物産館ビューロー20件

　生涯学習センターぽろろ6件、夕張太ふれあい館14件の５ヶ所の投函箱と直接提出34件

回答数 率

男性 56 50.5％

女性 51 45.9％

回答しない 4 3.6％

問１ー１　あなたの性別は（111 件の回答）

問１ー２　あなたの年齢は（109 件の回答）

回答数 率

20 代未満 1 0.9％

20 代 1 0.9％

30 代 6 5.6％

40 代 8 7.3％

50 代 13 11.9％

60 代 23 21.1％

70 代以上 57 52.3％

回答数 率

農業 4 3.6％

自営業 0 0.0％

会社員 17 15.5％

公務員 7 6.4％

専業主婦（主夫） 20 18.2％

パート

アルバイト
17 15.5％

学生 1 0.9％

無職 37 33.6％

回答なし 7 6.3％

問１ー４　あなたは町議会議員選挙の投票

に行きますか（110 件の回答）

問１ー３　あなたの職業は（110 件の回答）

回答数 率

毎回行く 101 91.8％

行かない時もある 6 5.5％

全く行かない 3 2.7％

アンケート結果
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回答数 率

ある 58 52.7％

少しある 39 35.5％

あまりない 11 10.0％

全くない 2 1.8％

問２ー１　あなたは、町議会に関心があり

ますか（110 件の回答）

問２ー２　あなたは、町議会の情報をどの

ように得ていますか

（複数回答可 110 件の回答）

回答数 率

議場で傍聴 13 11.8％

議会インターネット

録画配信
7 6.4％

議会だより 95 86.4％

議会ホームページ 14 12.7％

議会報告会 23 20.9％

議員から直接 18 16.4％

議員個人の広報紙 5 4.5％

議 員 個 人 の ホ ー ム

ぺージ及びＳＮＳ等
0 0.0％

特に情報を得ていない 4 3.6％

その他 1 0.9％

問２－３　あなたの意見や住民の声が町議

会に反映されていると思いますか

（108 件の回答）

回答数 率

反映されている 6 5.6％

概ね反映されている 21 19.4％

あまり反映されてい

ない
28 25.9％

全く反映されていない 19 17.6％

わからない 34 31.5％

回答数 率

必ず出席する 9 8.3％

たまに出席する 24 22.0％

ほとんど出席し

ない
29 26.6％

全く出席しない 35 32.1％

行っていること

も知らなかった
12 11.0％

問３　あなたは、議会報告懇談会に出席し

たことがありますか（109 件の回答）

回答数 率

毎回読んでいる 72 65.5％

時々読んでいる 33 30.0％

見たことがある

がほとんど読ま

ない

3 2.7％

全く読まない 2 1.8％

知らない、見たこ

とがない
0 0.0％

問４　あなたは、議会だよりを読んでいま

すか（110 件の回答）

回答数 率

よく見る 5 4.8％

ときどき見る 29 27.6％

見たことがない 42 40.0％

あることを知ら

なった
16 15.2％

見ることができ

ない
14 13.3％

問５　あなたは、町議会のホームページを

見たことがありますか（105 件の回答）

アンケート結果
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回答数 率

適当だと思う 53 50.0％

多いと思う 38 35.8％

少ないと思う 1 1.0％

わからない 14 13.2％

問６　あなたは、議員定数の 11 人について

どう思いますか（106 件の回答）

回答数 率

議会・議員の活動状況

から
33 34.7％

町の人口規模から 55 57.9％

町の財政規模から 24 25.3％

他市町村の状況から 8 8.4％

その他 5 5.3％

問６で回答された理由

（複数回答可 95 件の回答）

回答数 率

適当だと思う 35 32.7％

多いと思う 17 15.9％

少ないと思う 24 22.4％

わからない 27 25.2％

その他 4 3.9％

問７　あなたは、議員報酬の月額 195,000

円についてどう思いますか（107 件の回答）

回答数 率

議会・議員の活動状況

から
36 39.1％

町の人口規模から 21 22.8％

町の財政規模から 20 21.7％

他市町村の状況から 21 22.8％

その他 16 17.4％

問７で回答された理由

（複数回答可 92 件の回答）

回答数 率

町政への関心を高め

る
53 51.5％

議会の役割を周知 39 37.9％

議会と町民の対話を

行う
37 35.9％

議会・議員の活動を

伝える
35 34.0％

議会に託児室等を整

備する
6 5.8％

議員報酬を高くする 21 20.4％

その他 8 7.4％

問８　あなたは町議会議員に立候補しやす

くするためには、何が必要だと思いますか

（103 件の回答）

●町民のためにしっかり活動していくには、

生活の基盤がしっかりしていることが必要と

思う。議員には、任期があり不安定。意欲が

あっても生活に不安があれば立候補を断念す

るのでは。

●人のコネクションがなければ当選しないと

思うので、コネクションを持たない、いわゆ

る新住民には立候補は難しいと考える。

●法律や条例等で制度を整えていく必要があ

る。

●現職議員又は、元議員等の経験者の方が将

来の若手議員を育成することが大事。それと

移住者 ( 若手 ) が増えていますので、それを

見据えての活動が大事。

●社会保障制度の充実。健康保険や年金制度

の導入。失業保険の該当など。

問８のその他意見で主な意見

アンケート結果
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　その他　町議会に対するご意見や要望等の主な意見

　●町政を担うのは行政であるが、そのチェック機関として議会があるので議論を重ね、より良いまち　

　づくりに寄与していただきたい。

　●議員の皆様にそれぞれ町の長期的ビジョンを聞きたい。ステージにおいて 11 名でディスカッショ　

　ンをお願いします。

　●議員という立場を他人に高く見せないで、一般住民と同じレベルでものを見てほしい、聞いてほし

　い。

　●もっと若い人に向けた発信が必要だと思います。各種ＳＮＳの活用や若者が出入りする場所に公式　

　ＳＮＳのＱＲコードを貼るなどしたら良いと思います。

　●子育てに重点をおいている町政なので、できれば子どもの多様性に対応できる体制（児童館、発達

　教育支援センター、学びの多様化学校など）を整備できると良いですね。

　●しゃべり場の様子を見て、個別に受けると個人的に話しやすい人もいるかもしれませんが、どんな　

　考え、意見があったのか受けた議員がまとめた内容でしか知ることができない。懇談会では本人の言　

　葉で聞けるので良いと思う。

　●議員の活動が見えてこない。議会だよりだけでは不足だ。

　●議会議員の動き、質問が発展につながっていると思えない。役割、必要性の発信は必要と思います。　

　飲食店や農家他いろんな団体が独自にまちを盛り上げ、行政も様々な情報収集を行い施策を行ってい　

　ると思うので、手助けとなるような活動や質問をしてほしい。今の時代に紙媒体でアンケートをして

　いる時点で民意を分かっていないのでは。

　●高齢者が多くなっていくので、高齢者に住み良い、安心できる町になりますようお願いします。

　●議会報告懇談会で南幌町の主な事業の情報が資料にあったが、議員として、どう関わったのか、　

　これからどのように考え、関わる予定なのか説明や記事がありませんでした。これでは、町職員な　

　のか、議員の役割が分かりません。何の目的で、どのように調査、意見を提案するのか考えが見える

　と関心を寄せられると思います。

　●早く夕張太西団地を造成してほしい。夕張太を過疎化にしないでもらいたい。

　●転入者を増やすことばかりに躍起になるのではなく、今、現に住んでいる町民の住環境の維持向上　

　にもっと力を注ぐべきである。

　●人口も増加していることもあり、今後さらに町民との対話を進めてもらいたい。

　●一人でも多くの町民が魅力のある町と感じるようであれば、おのずと立候補者も多く出てくると思

　います。

　  他 27 件のご意見要望等がありましたが、全てを掲載できませんでしたのでＱＲコードより、議会

 　ホームページで確認又は紙面での確認は、役場正面ロビー、保健福祉総合センターあいくる、夕張

　 太ふれあい館の３ヵ所で公開しています。

アンケート結果
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　12 月 19 日、保健福祉総合センターあいくるにて第２回議

員としゃべり場を開催し、延べ 12 名のご参加をいただきま

した。

　

　この取組は「住民の声が直接届き、気軽に議員と懇談す

ることで、より議会を身近に感じてもらうことを目的」に

年４回ある議会定例会のあとに開催していきますので、今

後もたくさんのご参加をお待ちしております。

※定例会は３月、６月、９月、12 月の年４回です。

　

　次回のしゃべり場は３月の第１回定例会後を予定してい

ます。詳細が決まり次第、町広報誌等でお知らせします。

 議員としゃべり場

 議会議員と懇談しませんか？
　南幌町議会では、町内の５名以上の小グループや各種団体等と地域における諸問題や議会活動、

町政に対する意見等を議員が直接伺う「議会懇談会」を行っています。

　随時受付を行っていますので、ぜひ、お申し込みください。

【お問合せ】議会事務局　☎ 398-7250
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 議会報告懇談会を開催します

　日頃の議会活動を報告し、町民の皆さんと懇談の機会を設け、今後の議会活動に反映していくこ

とを目的に議員による議会報告懇談会を開催いたします。

　

　町民の皆様の多数のご参加をお待ちしております。

●日時

　・令和７年２月 24 日（月・祝）　午後２時から

●場所

　・保健福祉総合センターあいくる（１階あいくるホール）

●内容

　・議会の活動報告（各委員会からの報告）

　・懇談会（参加人数が多い場合は、あいくる内で会場を分けて行います。）

【お問合せ】議会事務局　☎ 398-7250

昨年の懇談会の様子
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７
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
元
旦
は
全
国
的
に
晴
天
に
恵
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

 

今
年
の
干
支
は
「
巳
年
」。
蛇
と
い
え
ば
怖

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
す
る
、
と
い
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
「
蛇
」
に
あ
や
か
っ
て
、
し
な
や

か
に
前
進
し
成
長
し
な
が
ら
「
相
互
発
展
」

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
次
回
の
定
例
会
は
３
月
開
催
と
な
り
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ
き
南
幌
町
議
会
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
星
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　


